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内縁刺の基部は1本ずつ黒色

黒い紋は長い

カマキリの見分け方
最初に、成虫か幼虫かを見分けてください。
今回、幼虫は調べません。

スタート

ヒメカマキリ
体長2.5～4cm
後足腿節に葉状の突起

ハラビロカマキリ
体長4.5～7cm

①②に
黒色の帯がある

前足の内側の
①②の部分に注目！

体長4cm
以下

体長4.5cm
以上

ハネに
白い紋が
ある

ハネに
白い紋は
ない

オオカマキリの仲間
胸の色か
後バネの模様で見分けます　
体長6.5～10cm

コカマキリの仲間
①の黒色の帯の部分
で見分けます
体長3.5～6.5cm

ハネが
大きくて長い
（ハネが
腹部全体を覆う）

ハネはない 
または、小さなハネの
ようなものがある

①②ともに
黒色の帯はない

体長2cm以上 体長2cm未満

カマキリ科の幼虫
今回は調べません

ヒナカマキリ
もしくはカマキリ科の幼虫
全身の写真のみを撮影してください

カマキリのさがし方
観察する時期は、南西諸島を除く地域では8月がいいでしょう。カマキリは、草は
らのほか、雑木林の縁や河原などで見つかります。また、市街地の公園、家の
庭、道ばたの植え込み、街灯の周りなどでも見ることができます。しかし、あまり
動かず、草木に似た体の色をしているので、簡単に見つけられるわけではあり
ません。花や大きな葉をポイントに、じっくり探してみましょう。

体長の計り方
触角を含まない頭から腹の先まで

成虫の色
同じ種類でも緑色型や褐色型などが
あり、異なる種類のように見えます。
右の図で示した色や形で見分けてく
ださい。　

オオカマキリ
胸は淡い黄色
広く紫褐色斑の後バネ

チョウセンカマキリ
胸はオレンジ色
褐色の細い筋がある後バネ

オキナワオオカマキリ
胸は周りと同色
後バネは半透明で斑がなく、
前縁に褐色の短い筋が並ぶ

※スジイリコカマキリと
ヤサガタコカマキリは、
現在のところ、沖縄県でのみ
観察記録があります

コカマキリ

スジイリ
コカマキリ※

ヤサガタ
コカマキリ※

内縁刺の基部は1本おきに黒色

黒い紋は短い

内縁刺の基部は帯状に黒色

黒い紋は短い

胸

後バネ

1
2

ウスバカマキリ
体長5～6cm

コカマキリの褐色型　通常はこの色です

コカマキリの緑色型

頭

腹の先

小笠原諸島には、ナンヨウカマキリ1種が分布します

②に黒色の帯、
または黒色のリング
（内側は黄色）がある

カマキリは、日本に11種類生息しています。
みんなが知っている昆虫ではありますが、いつ、
どこでどんな種類がみられるかといった情報がとて
も少ないのが現状です。また、種類によってくらして
いる場所が異なります。そこで、全国からカマキリの
観察情報を集め、カマキリをとおして日本の自然
のようすを知りたいと思います。一人でも多くの
方が参加してくださることが、この調査の成
功のポイント。あなたからのカマキリ
情報をお待ちしています!

日本初！
カマキリの全国一斉調査

▲黒色の帯のタイプ ▲黒色のリングのタイプ




